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論 文 内 容 の 要 旨

身体各種器官に対する手術手技の確立にはまずその器官の正確な解剖学的知識が前提となる｡特に手術

手技が単なる別出術ではなく,棟能再建外科とか,直視下では行なわれない手術,例えばステレオタキシ

ックな手術の場合には単に相対的解剖のみならず,定量的ないし統計的局所解剖が必要となる｡従って新

しい手術手技の発展と共に新しい観点からの解剖学的研究の必要が生ずることとなる｡

喉頭に関しては Minningerodeにより喉頭癌に対するラジウム針療法との関連で,喉頭の計測が系統的

に行なわれたことがあるのみである｡

最近新しい喉頭の機能外科としての甲状軟骨形成術の各 4型について,一色らは実験的検討を加え,臨

床的にも応用している｡これら甲状軟骨形成術の改良,手術手技の確立のため,さらにほよりダイナミッ

クな喉頭機能外科開発のために喉頭の計測解剖学的研究を行なった｡

研究対象は人屍体喉頭成人男子28例,女子23例であり,冷凍保存したものを可及的早期に溶かし各種計

測を行なった｡

計測項目は,声帯前連合の甲状軟骨への投影点,声帯レベルの甲状軟骨-の投影,甲状軟骨琴曲度,甲

状軟骨の大きさ,甲状軟骨の厚さ,声帯の長さ,甲状軟骨と輪状軟骨との位置的関係及び輪状軟骨の甲状

軟骨への投影,輪状軟骨の計測,披裂輪状関節,甲状輪状関節の位置,披裂軟骨の大きさ,披裂軟骨声帯

突起 ･筋突起への到達方法,喉頭の非対称性について,などである｡

1. 声帯前連合の甲状軟骨への投影点 :男女とも前連合は甲状軟骨切痕上線と甲状軟骨下縁とを結ぶ線

上中央よりやや上方 (男 1mm 弱,女 0.5mm 弱)に位置することが多い｡

2.声帯レベルの甲状軟骨-の投影 :前記前連合の高さより,甲状軟骨下縁の水平線に平行に引いた線

が例外なく声帯レベルを指示する｡

3. 甲状軟骨の響曲度 :両甲状軟骨翼中央宛の面の延長が交叉する角を声帯レベルで測定した｡男平均

74.10,女平均 90.0 0 であった｡
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4. 甲状軟骨の大きさ :正中線上における両側切痕上線と甲状軟骨下線との距離 (縦径)は, 男平均

29.30mm,女平均 20.53mm,甲状軟骨最前端縁より甲状軟骨下縁に平行な線が最後端縁と交わる点に

いたる距離 (前後径)は男平均 40.25mm,女平均 30.61mm であった｡

5. 甲状軟骨の厚さ :上縁部及び声帯 レベルでは,切痕部より後方に向かって厚 くなって行き,斜縁部

で最高になった｡

6. 声帯長 :男平均 25.63mm,女平均 18.93mm であった｡

7. 輪状軟骨の甲状軟骨巽への投影 :男では 甲状軟骨下縁正中部より後方へ平均 13.56mm の点及び

下縁後面中央部において下縁より平均 8.61mm の点を結んだ線内に含まれ,女ではそれぞれ 11.0mm,

7.02mm であった｡

8. 輪状軟骨の計測 :前後径は男平均 24.48mm,女平均 21.64mm,横径は男平均 28.21mm,女平

均 22.79mm,後縁の高さは男平均 24.02mm,女平均 21.61mm,前縁の高さは男平均 6.94mm,女平

均 6.13mm であった｡

9. 披裂軟骨の測定 :その形は四面体で,小角軟骨を含めた高さ,男平均 18.4mm,女平均 14.6mm,

筋突起～声帯突起間距離,男平均 14.07mm,女平均 11.57mm,更に関節面,及び関節面より筋突起迄

の距離を測定した｡

10. 披裂軟骨筋突起への到達法 :声帯 レベルにおいて甲状軟骨巽後縁より約 4mm の点より,垂直に

約 4mm 入ったところに筋突起があ り, 筋突起に到達するには梨状窟底の粘膜を上方-剥離挙上して行

なう｡

ll. 喉頭の非対称性について :甲状軟骨翼の非対称性は可成多 くみられ,これは男子に特に著しい｡甲

状軟骨孔は51例中7例にみられた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本研究は喉頭機能外科の立場から喉頭の解剖とくに軟骨の大きさ,形態,各軟骨問の相互関係を人屍体

喉頭51を用い検討したものである｡

喉頭の解剖に関しては既に熟知されている様に思われるが,ある手術法を開発する場合,当然,新たな

局所解剖学的知識が必要となる｡従来この種の研究は主として,甲状軟骨へのラジウム針挿入,経甲状軟

骨声帯注射,喉頭戟開術,喉頭部分切除術との関連においてなされてきた｡

本研究においてほ,喉頭の軟骨特に甲状軟骨の形成手術,筋突起への種々のアプローチを念頭において

各種計測がなされた｡従って測定規準も従来と異な り,手術時到達し得るものを選んである｡

本研究の結果声帯前連合の位置が明確に示され,喉頭部分戟開術に際し極めて有力な指示点が得られた

事になる｡又声帯 レベルを外側から推測する方法も独自のものであ り,甲状軟骨の輪状軟骨への投影は甲

状軟骨形成術 Ⅰ型を施行する際必須の知見といえよう｡更に披裂軟骨筋突起-の到達法の検討は今後の喉

頭磯能外科の発展に大いに寄与するものと思われる｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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